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PPCE設立後初の令和６年度研修会開催
容リ制度の課題共有と活動方針決定へ５０名が参加

　

（
一
社
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
協
会
（
P
P
C
E
、
森
村

努
会
長
）
は
3
月
19
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
に
お
い
て
令
和
6
年
度
研
修
会
を

開
催
し
た
。
昨
年
10
月
15
日
の
設
立
以
来
、
初
の
研
修
会
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
入
札
制
度
改
善
に
関
す
る
協
議
・
要
望
活
動
を
踏

ま
え
、
現
行
制
度
を
取
り
巻
く
課
題
の
共
有
と
、
今
後
の
活
動
方
針
の
確
認
を
目
的
に
、

全
国
か
ら
会
員
等
約
50
名
が
参
加
し
た
。
研
修
会
で
は
、
経
済
産
業
省
資
源
循
環
経
済
課

の
岡
田
時
房
課
長
補
佐
お
よ
び
環
境
省
容
器
包
装
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
室
の
井

上
雄
祐
室
長
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
後
は
今
後
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
で
松
浦
英
樹
副
会
長

は
、
体
調
不
良
に
よ
り
欠
席
し

た
森
村
会
長
に
代
わ
り
﹁
昨
年

10
月
の
設
立
総
会
以
来
と
な
る

が
、
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本

日
は
経
済
産
業
省
か
ら
岡
田
時

房
課
長
補
佐
、
環
境
省
か
ら
井

上
雄
祐
室
長
を
お
迎
え
し
た
。

私
ど
も
か
ら
は
、
脱
炭
素
や
資

源
循
環
な
ど
、
世
界
が
向
か
っ

て
い
る
方
向
と
、
私
た
ち
業
界

が
ど
の
よ
う
に
動
く
べ
き
か
、

道
し
る
べ
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
し
た
。
講
演
に

お
い
て
環
境
行
政
の
動
向
を
よ

く
研
修
し
、そ
し
て
ま
た
、
講

演
後
は
私
ど
も
の
団
体
の
運
営

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
場
を

設
け
て
い
る
。
有
意
義
な
研
修

会
と
な
れ
ば
﹂
と
挨
拶
し
た
。

　

こ
の
後
は
講
演
に
移
り
、
初

め
に
経
済
産
業
省
の
岡
田
時
房

課
長
補
佐
が
﹁
成
長
指
向
型
の

資
源
自
律
経
済
の
確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
﹂
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
、
循
環
経
済
と
い
っ
た
単

語
を
聞
く
と
最
近
の
言
葉
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
経
済
産
業

省
で
は
1
9
9
9
年
に
循
環
経

済
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
も
の
を
作

成
し
て
お
り
、
25
年
以
上
も
前

か
ら
循
環
経
済
に
取
組
を
続
け

て
い
る
と
説
明
。
1
9
9
9
年

頃
は
最
終
処
分
場
の
容
量
ひ
っ

迫
が
背
景
に
あ
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
中
心
だ
っ
た
環
境
行
政
に
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
の
考
え

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う

政
策
背
景
を
紹
介
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
蓄
積
に
よ
り
世
界
的
に

見
て
も
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
イ

ン
フ
ラ
は
充
実
し
て
い
る
と
言

え
る
。
た
だ
し
、
世
界
全
体
で

は
単
な
る
廃
棄
物
処
理
に
と
ど

ま
ら
ず
、
資
源
制
約
の
問
題
や

脱
炭
素
と
い
っ
た
地
球
全
体
の

環
境
問
題
の
解
決
方
法
と
し
て

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ

と
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い

る
。
日
本
と
し
て
も
こ
れ
ま
で

の
25
年
間
の
積
み
重
ね
を
一
層

発
展
さ
せ
、さ
ら
な
る
経
済
成

長
に
つ
な
げ
つ
つ
、
世
界
の
環

境
問
題
解
決
に
も
貢
献
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
精
力
的
な
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
本
題
と
な
る
成
長

指
向
型
の
資
源
自
律
経
済
の
達

成
に
向
け
て
は
、
大
き
く
３
つ

の
問
題
意
識
﹁
資
源
制
約
リ
ス

ク
﹂﹁
環
境
制
約
リ
ス
ク
﹂﹁
成

長
機
会
﹂
を
源
泉
に
活
動
し
て

い
る
。

　

第
一
に
、
資
源
制
約
リ
ス
ク

は
地
下
資
源
の
需
要
増
大
と
枯

渇
リ
ス
ク
、
資
源
供
給
国
の
偏

り
、
日
本
の
自
給
率
の
低
さ
を

挙
げ
た
。
特
に
、
金
や
銀
、
銅
、

鉛
、
錫
な
ど
の
金
属
資
源
は
、

2
0
5
0
年
ま
で
の
累
積
需
要

が
埋
蔵
量
の
2
倍
を
超
え
て
い

る
こ
と
や
、
近
年
の
各
国
の
資

源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
動
き
に
よ
っ
て
突

発
的
な
供
給
途
絶
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

　

第
二
に
、
環
境
制

約
リ
ス
ク
は
、
廃
棄

物
処
理
困
難
性
の
増

大
、
脱
炭
素
へ
の
対

応
を
挙
げ
た
。
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
大
量
の
循
環

資
源（
廃
棄
物
）の
国
外
輸
出
、

輸
出
先
国
の
規
制
強
化
（
バ
ー

ゼ
ル
条
約
等
）
に
よ
っ
て
困
難

性
が
増
し
つ
つ
あ
り
、
日
本
国

内
で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最

終
処
分
量
の
最
小
化
、
脱
炭
素

へ
の
対
応
の
観
点
か
ら
、
再
生

資
源
の
利
用
拡
大
が
迫
ら
れ
て

い
る
と
説
明
し
た
。
再
生
利
用

率
は
産
業
廃
棄
物
で
53
％
、
一

般
廃
棄
物
で
17
％
と
な
っ
て
お

り
、ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が

あ
る
と
し
た
。

　

第
三
に
、
成
長
機
会
は
、
世

界
的
な
循
環
経
済
へ
の
機
運
の

高
ま
り
に
よ
っ
て
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
循
環
経
済
関
連
市
場

の
規
模
は
4
・
5
兆
ド
ル
、

2
0
5
0
年
に
は
25
兆
ド
ル
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
日
本

国
内
で
も
2
0
3
0
年
に
80
兆

円
規
模
ま
で
拡
大
す
る
構
想
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
加
え
て
、

す
で
に
欧
州
に
お
け
る
再
生
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
義
務
化
規

制
と
い
う
動
き
も
あ
り
、こ
う

い
っ
た
規
制
を
コ
ス
ト
と
し
て

後
ろ
向
き
に
捉
え
れ
ば
、
国
際

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
乗
り
遅
れ
か
ね

な
い
。
日
本
製
品
の
国
際
競
争

力
ま
で
失
い
か
ね
ず
、
逆
に
成

長
機
会
と
し
て
捉
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
述
べ
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま

え
た
上
で
、
今
後
の
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
は
﹁
産
官
学
の
連
携
﹂

﹁
投
資
支
援
﹂﹁
ル
ー
ル
整
備
﹂

と
い
う
3
項
目
の
取
り
組
み
を

示
し
た
。

　

産
官
学
連
携
に
つ
い
て
は
、

循
環
経
済
を
実
現
す
る
に
は
経

済
合
理
性
の
観
点
か
ら
個
社
ご

と
の
取
り
組
み
で
は
限
界
が
あ

り
、
国
、
自
治
体
、
大
学
、
企

業
、
業
界
団
体
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
と
い
う
す
べ
て
の
主
体

が
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
Ｃ
Ｐ
ｓ
）
の
設
立
と
、
ビ
ジ
ョ

ン
等
の
検
討
、
動
静
脈
産
業
の

円
滑
な
連
携
に
資
す
る
デ
ー
タ

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
挙
げ

た
。

　

投
資
支
援
は
、
令
和
7
年
度

予
算
に
お
け
る
﹁
産
官
学
連
携

に
よ
る
自
律
型
資
源
循
環
シ
ス

テ
ム
強
靱
化
促
進
事
業
﹂
に
よ

る
技
術
開
発
及
び
実
証
に
係
る

設
備
投
資
等
の
概
要
を
説
明
し

た
。

　

ル
ー
ル
整
備
は
、
欧
州
に
お

け
る
事
例
を
示
し
つ
つ
、
資
源

循
環
経
済
小
委
員
会
に
お
け
る

議
論
を
踏
ま
え
た
﹁
資
源
の
有

効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
﹂
の
改
正
の
枠
組
み
な
ど
を

説
明
し
た
。

　

最
後
に
改
め
て
、
資
源
循
環

を
通
じ
て
国
内
の
成
長
の
チ
ャ

ン
ス
を
見
い
だ
し
て
い
く
た
め
、

参
加
者
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
講
演
を
終
え
た
。

　

経
済
産
業
省

　
　
　

課
長
補
佐　

岡
田　

時
房

　

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｅ　
　
　

　
　
　

副
会
長　

松
浦　

英
樹
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要
が
生
じ
て
お
り
、
再
生
材
の

質
と
い
う
の
も
引
き
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

を
あ
と
5
年
で
や
り
遂
げ
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
の
が
今
の
状

況
﹂
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

資
源
循
環
を
進
め
る
取
り
組

み
の
一
つ
、
令
和
4
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
循
環
法
を
取
り
上
げ
た
。

そ
の
概
要
と
し
て
環
境
配
慮

設
計
指
針
と
ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
合
理
化

（
削
減
）
等
に
加
え
、
新
た
な

排
出
・
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

の
枠
組
み
と
な
る
﹁
市
区
町
村

の
分
別
収
集
・
再
商
品
化
﹂﹁
製

造
・
販
売
事
業
者
等
に
よ
る

自
主
回
収
﹂﹁
排
出
事
業
者
の

排
出
抑
制
・
再
資
源
化
等
﹂
の

3
方
式
を
説
明
し
た
。

　

市
区
町
村
の
分
別
収
集
・

再
商
品
化
は
、こ
れ
ま
で
可
燃

ご
み
等
に
分
類
さ
れ
て
い
た

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
を
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
ル
ー
ト
、あ
る
い
は
市
区

町
村
が
独
自
に
事
業
者
と
連

携
し
て
再
商
品
化
を
可
能
と

す
る
も
の
で
、
井
上
室
長
は

﹁
令
和
6
年
度
ま
で
に
指
定
法

人
（
公
益
財
団
法
人
日
本
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
）
へ
の

引
き
渡
し
を
開
始
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
は
87
。

こ
の
う
ち
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
循
環
法
が
施
行
し
て

か
ら
新
た
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
回
収
を

開
始
し
た
自
治
体
も
44
あ

る
。
数
量
的
に
は
11
・

5
万
ト
ン
。
ま
た
市
区
町

　

次
い
で
環
境
省
の
井
上
室

長
か
ら
、﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
の
推
進
﹂
と
題
し
て
講

演
が
あ
っ
た
。

　

井
上
室
長
は
﹁
本
日
の
講
演

は
質
疑
応
答
と
意
見
交
換
の
時

間
を
中
心
に
し
た
い
﹂
と
断
っ

た
上
で
、
講
演
自
体
は
駆
け
足

で
進
め
た
。
経
済
産
業
省
の
岡

田
課
長
補
佐
と
同
様
に
、
地
球

規
模
の
環
境
課
題
の
解
決
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
、
循
環

経
済
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
し
つ
つ
、
令
和
元
年
5

月
に
策
定
し
た
﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
戦
略
﹂
に
触
れ

た
。
主
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
で

あ
る
﹁
2
0
3
0
年
ま
で
に
ワ

ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
累

積
25
％
排
出
抑
制
﹂

﹁
2
0
3
0
年
ま
で
に
容
器
包

装
の
6
割
を
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
﹂﹁
2
0
3
0
年
ま
で

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
生
利
用
を

倍
増
﹂
な
ど
を
挙
げ
つ
つ
、﹁
容

器
包
装
の
6
割
目
標
は
、
自
治

体
に
お
け
る
分
別
収
集
量
の
増

加
、
皆
さ
ま
再
生
処
理
事
業
者

に
お
け
る
収
率
の
増
加
と
い
っ

た
こ
と
が
必
要
。
先
ほ
ど
岡
田

課
長
補
佐
も
説
明
さ
れ
た
よ
う

に
、
国
内
に
お
い
て
も
自
動

車
、
家
電
、さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
需

今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
活
発
な
意
見
交
換
行
う

　
　
　
活
発
な
意
見
交
換
行
う
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プ
ラ
資
源
循
環
戦
略
達
成
へ

プ
ラ
資
源
循
環
戦
略
達
成
へ

　
会
員
事
業
者
に
高
ま
る
期
待

　
会
員
事
業
者
に
高
ま
る
期
待

村
が
事
業

者
と
連
携

し
て
行
う

再
商
品
化

（
法
第
33

条
）
は
、
令

和
7
年
3

月
時
点
で

30
件
と

な
っ
た
。

こ
れ
も
年

8
・
5
万

ト
ン
ほ
ど
。

さ
ら
に
新

た
に
分
別

収
集
の
計

画
を
進
め

て
い
る
自

治
体
も
出

て
き
て
い

る
状
況
。

し
か
し
ポ

イ
ン
ト
は

受
け
皿
が

な
い
と
い
う
こ
と
。
一
度
分
別

収
集
を
始
め
て
し
ま
う
と
毎

日
の
よ
う
に
排
出
が
あ
り
、
処

理
先
は
必
ず
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂
と
述
べ
た
。

　

続
け
て
﹁
今
の
話
は
家
庭
系

4
0
0
万
ト
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
話
。
こ
れ
と
は
別
に
産
業

廃
棄
物
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

特
に
年
間
2
5
0
ト
ン
以
上

排
出
す
る
多
量
排
出
事
業
者

は
、
取
り
組
み
が
不
十
分
な
場

合
は
勧
告
・
命
令
等
の
措
置

を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
対
象

事
業
者
は
全
国
1
5
0
0
程

度
と
考
え
て
い
る
が
、
目
標
を

定
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
っ
て
取
り
組
み
結
果
も
公

表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

熱
回
収
か
ら
循
環
利
用
。
先
ほ

ど
家
庭
系
の
受
け
皿
が
足
り

な
い
と
申
し
上
げ
た
が
、
事
業

系
も
全
く
足
り
て
お
ら
ず
、こ

の
両
方
を
同
時
に
引
き
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
先
ほ
ど
の

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
達
成
は

不
可
能
と
考
え
て
い
る
﹂
と
率

直
に
述
べ
た
。

　

井
上
室
長
は
、こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新
た
な

設
備
投
資
に
係
る
﹁
先
進
的
な

資
源
循
環
投
資
促
進
事
業
﹂

﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
・
金
属

資
源
等
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
脱
炭
素
化
の
た
め
の
高
度

化
設
備
導
入
等
促
進
事
業
﹂

﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
に

関
す
る
先
進
的
社
会
実
装
モ

デ
ル
形
成
支
援
事
業
﹂
な
ど
を

紹
介
し
、﹁
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
﹂
と
期

待
を
述
べ
た
。

　

こ
の
後
は
容
器
包
装
の
6

割
を
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
目
標
の
考
え
方
、
分
別

収
集
の
さ
ら
な
る
細
分
化
、あ

る
い
は
異
物
等
除
去
の
方
策
、

新
た
な
設
備
投
資
に
対
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
へ
の
支

援
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制

度
に
お
け
る
入
札
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

環
境
省

　
　
　
　

室
長　

井
上　

雄
祐

講
演
後
の
意
見
交
換
の
様
子

　

講
演
後
は
三
井
弘
樹
専
務

理
事
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
、
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
入

札
改
善
に
向
け
た
関
係
省
と

の
協
議
・
要
望
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
上
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｅ
と

し
て
今
後
取
り
組
む
テ
ー
マ

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
原

因
と
す
る
火
災
対
策
と
し
て

の
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
回
収
や
、
再
商
品
化
製
品

の
高
度
化
利
用
促
進
の
た
め

の
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
、

会
員
内
で
の
共
同
配
送
、
残

渣
処
理
に
係
る
情
報
共
有
等

の
連
携
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の

意
見
交
換
や
、
施
設
見
学
等

の
相
互
交
流
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
が
急
速
に

悪
化
す
る
中
、
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
の
維
持
と
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦

略
で
示
す
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

の
達
成
に
は
価
格
の
適
正
化

が
必
須
で
あ
る
と
し
て
、
関

係
者
へ
の
要
望
に
早
急
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。



令和 7年 4月30 日（水）第 2 号 P P C E ニ ュ ー ス（3）

令和 7 年 4 月 16 日
一般社団法人 プラスチックサーキュラーエコノミー推進協会

代表理事 森 村 　努

プラスチック製容器包装及び分別収集物の入札制度の
抜本的見直しに関する要望

　公益財団法人　日本容器包装リサイクル協会は、3 月 3 日、令和 7 年度の再商品化事業の落
札結果（速報版）を公表しました。
　プラスチック（プラスチック製容器包装と分別収集物）の落札数量は前年度より 3 万 562 ｔ
少ない 63 万 6,049 ｔになりましたが、リサイクル手法が材料リサイクルへ大幅に移行しました。
これまでは、材料リサイクル 50％、ケミカルリサイクル 50％の配分比率をおおよその目安と
して入札が行われてきましたが、令和 7 年度の入札では、材料リサイクル 49 万 2,720 ｔ（77％）、
ケミカルリサイクル 14 万 3,024 ｔ（22％）という過去に例のない結果となりました。今後、容
器包装プラスチックに加え、製品プラスチックの再商品化の取り組みが拡大する見通しの中で
材料リサイクル事業者の社会的役割と責任はますます大きくなるものといえます。

　私ども一般社団法人　プラスチックサーキュラーエコノミー推進協会（略称 PPCE）は、公
益財団法人　日本容器包装リサイクル協会に登録する容リプラ再商品化事業者のうち、材料リ
サイクルを行う業者の大宗（27 社 /37 社≒ 73％）が加盟している団体です。
私ども材料リサイクル業界は、国家方針である循環経済への移行に向けて、①リサイクル量の
拡大（68 万 t を 100 万 t に）、②リサイクル率の向上（50％を 60％に）、③リサイクル品質の
向上（自動車・家電業界の需要に応える品質に）などを通して、我が国の資源循環に貢献する
覚悟であります。

　そのためには新たな投資や設備増強が必要でありますが、現下の物価上昇、人件費、電気料
金等の高騰で、安定的な事業の運営に支障をきたしつつあり、このままでは事業の継続が困難
な状況に直面します。
　このため、将来投資を可能にする、適正価格でリサイクル事業が行える環境を確保するため、
令和 8 年度入札に間に合うよう早急に審議会等を開催し、プラスチック製容器包装の入札制度
を抜本的に見直すよう、強く要望します。

以上

容リ入札制度の抜本改善へ要望容リ入札制度の抜本改善へ要望
　
（
一
社
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
協
会

は
4
月
16
日
、
環
境
省
お
よ
び
経

済
産
業
省
に
対
し
、
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
に
お
け
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
お
よ
び
分
別

収
集
物
の
入
札
制
度
の
抜
本
的
見

直
し
に
関
し
て
浅
尾
慶
一
郎
環
境

大
臣
、
武
藤
容
治
経
済
産
業
大
臣

に
要
望
書
を
提
出
し
た
。
3
月
19

日
の
令
和
6
年
度
研
修
会
で
の
方

針
決
定
を
受
け
、
執
行
部
に
お
い

て
具
体
化
し
た
も
の
で
、
適
正
価

格
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
環
境
の

確
保
に
向
け
て
、
早
急
に
審
議
会

等
を
開
催
し
、
抜
本
的
な
見
直
し

に
着
手
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

材
料
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
近

年
、
燃
料
や
電
気
を
は
じ
め
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
人

件
費
の
増
加
な
ど
、
著
し
い
物
価

上
昇
に
よ
り
経
営
環
境
が
急
速
に

悪
化
し
つ
つ
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
法
に
よ
っ
て
使
用
済

み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
も
社
会
的
に
求
め
ら
れ
る
一

方
、
事
業
の
先
行
き
が
見
え
ず
、

新
た
な
設
備
投
資
や
増
強
も
難
し

い
。
事
業
経
営
の
安
定
化
の
た
め

入
札
価
格
を
上
げ
よ
う
に
も
、
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
入
札
に

は
上
限
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
本
来
は
異
常
値
排
除
が
目
的

だ
が
、
近
年
は
価
格
抑
制
と
し
て

働
い
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
事
業
継
続
が
困
難
に
な

る
と
し
て
、
令
和
８
年
度
入
札
に

お
け
る
上
限
価
格
の
引
き
上
げ
を

念
頭
に
要
望
を
行
っ
た
。

　

環
境
、
経
産
の
両
省
と
も
材
料

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
置
か
れ
た
現

状
に
理
解
を
示
し
、
前
向
き
に
対

応
す
る
考
え
を
見
せ
た
。

環
境
・
経
済
産
業
両
省
と
も

環
境
・
経
済
産
業
両
省
と
も

　
事
業
者
取
り
巻
く
環
境
に
一
定
の
理
解

　
事
業
者
取
り
巻
く
環
境
に
一
定
の
理
解

INTAREMA  TVE plus

フィルター後に脱ガスを行うことで、脱ガス効果
を高めるとともに、フィルターの詰まりによるベ
ントアップを防止。高吐出が可能となります。

原料やコンタミの量に合わせ
て装置を選定可能です。

エレマ・ジャパン株式会社
〒220-0004 横浜市西区北幸2-15-1 東武横浜第2ビル 5F
TEL : 045-317-2801   FAX : 045-317-2803
E-mail : mc@erema-jp.com

最新省エネ･省人化型リサイクル機器
Vacuremaシリーズ

Vacunite（バキュナイト）

HDPEのリサイクルにてFDA認証取得

EREMA社プラスチック再生・脱臭装置
INTAREMA® TVE plus® + ReFresher

INTAREMA® TVE plus®
フィルター後に脱ガスを行うことで、脱ガス効果
を高めるとともに、フィルターの詰まりによるベ
ントアップを防止。高吐出が可能となります。

原料やコンタミの量に合わせ
て装置を選定可能です。

®

フィルター後に脱ガスを行うことで、脱ガス効果
を高めるとともに、フィルターの詰まりによるベ
ントアップを防止。高吐出が可能となります。
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これまでに無かっ
た選別マシン

自走式のタイプの選別機で、マグネット・
渦電流・風力での選別が可能な選別機です。

【お問い合わせ】
伊藤忠マシンテクノス株式会社
産業機械第二部 info-3r@itcmt.co.jp

１／８

１／４（横）

１／４（縦）

１／２

別紙


